
 

創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事務局  高山市本町１－２ 

       飛騨信用組合本町サテライト出張所 ３階 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例会場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例会日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 

 

第 1421 回 R8・3・2 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 

●点 鐘 
●ロータリーソング  

それでこそロータリー 
●四つのテスト 
●ビジター・ゲストの紹介 
●会長の時間     会長 都竹 太志 
皆様、こんにちは。 

本日もご出席いただき、誠に

ありがとうございます。 

3 月のロータリーの月間テー

マは「水と衛生」です。 

高山は水がきれいな町だとよ

く言われます。北アルプスの

雪解け水、豊かな地下水。自然

に恵まれた地域です。しかし、実際には、高山の水

は「きれい」なのではなく、 

“安全にされている水”であるということです。 

高山市では、水源林の保全に始まり、浄水場での沈

殿・ろ過・消毒処理、そして各家庭へ届けるまでの

水質管理が日々行われています。水質検査は継続

的に実施され、老朽化した水道管の更新や耐震化

も計画的に進められています。 

これらは目立つ事業ではありません。しかし、地震

や豪雨が起きても水が止まらない体制を整えるた

めの、静かな努力です。 

私たちは、水が止まったときに初めてその存在に

気づきます。しかし本当に価値があるのは、止まら

ないことです。何も起きない日常こそが、安全が機

能している証です。そして、水を語るとき、私たち

は“入口”ばかりを見がちです。しかし、命を守っ

ているのは“出口”の機能でもあります。 

高山市では、下水処理施設において生活排水を微

生物処理などの工程で浄化し、基準を満たした水

だけを自然へ戻しています。農業集落排水や合併

処理浄化槽の整備も進められ、地域全体で水循環

を守っています。下水処理とは、単に汚れた水を流

すことではありません。病原菌や有害物質を社会

に戻さないための、見えない防波堤です。 

さらに、水の安全を語るとき、もう一つ忘れてはな

らない視点があります。 

それは、水を「溢れさせない」ことです。 

高山では、江名子川の整備をはじめ、河川改修や護

岸整備、雨水排水対策などが進められています。山

で起きる土砂災害を完全に防ぐことは容易ではあ

りませんが、市街地で水が氾濫しないよう、計画的

なインフラ整備が行われています。 

水害は単なる自然現象ではありません。ひとたび

氾濫すれば、下水機能が停止し、生活排水が滞留し、

衛生環境は一気に悪化します。 

つまり河川整備もまた、水と衛生を守るための重

要な取り組みなのです。 

水は、恵みであると同時に、力でもあります。浄化

し、循環させ、そして制御する。 

そのすべてがそろって初めて、地域の安全は成り

立ちます。 

日本の水道普及率は 98％を超え、汚水処理も約

94％に達しています。しかしこの水準は、感染症の

流行を経験しながら長い年月をかけて築いてきた

結果です。 

では、世界に目を向けるとどうでしょうか。 

最新の報告によれば、世界の人々のうち約 4 分の

1、約 22 億人がいまだに安全に管理された飲み水

にアクセスできていません。これは安全に管理さ

れた水が現場にあり、きれいで、必要なときに使え

る状態にあるかどうかという視点で見た数字です。 

これとは別に、基本的な衛生設備が整っていない

人はさらに多く、約 34億人が安全に管理された衛

生設備を使えていないというデータもあります。

さらに、約 17億人が基本的な手洗い設備すらない

世帯に暮らしていると報告されています。 

これらの数字は単なる統計ではありません。それ

は日々の健康や命に直結する現実です。安全な水

◆会長  都竹 太志  ◆幹事  井ノ下 雄志  ◆会報委員長 今井 哲也  ◆会報担当 中屋 出 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1421 回 

56 名 56 名 43 名 ----- 76.79％ 

前々回 

1419 回 
56 名 56 名 34 名 2 名 69.64％ 
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と衛生がない地域では、水を求めて何キロも歩か

なければならない人々、家族に安全な水を届ける

ために多くの時間と労力を費やす母親たちがいま

す。そして、水や衛生の不十分さは、特に母子の健

康への深刻な影響として現れています。 

安全な水と衛生設備が整わない環境では、下痢や

コレラなどの水由来感染症が大きなリスクとなり、

特に乳幼児の死亡原因の一つになっています。世

界の子どもたちの命を守るために安全な水を確保

することは、母親が安全に出産を迎え、子どもを育

てるための基盤そのものです。水を運ぶ役割は多

くの場合、女性や女の子に集中しており、その負担

は健康や教育、生活全般に影響を及ぼします。 

ロータリーが世界で取り組んでいるのは、単に水

を届けることではありません。安全で継続的に使

える水と衛生環境を整え、地域の人々自身がその

仕組みを維持できるようにすることを目指してい

ます。たとえば、浄水施設の整備だけでなく、地元

の人々への技術支援や保守訓練、衛生教育が含ま

れます。これらは、単発の支援ではなく、地域の命

を長期的に守る構造をつくるための取り組みです。 

私たちは、普段の生活の中で水を疑うことなく使

い、衛生について深く考えることなく日々を過ご

しています。しかし、その「当たり前」の背景には、

安全を守るための多くの仕組みと人々の努力があ

ります。そして、それを世界に広げていくことは、

ロータリーの理念である「奉仕する心」を体現する

ことでもあります。 

私たちは今、その基盤の上に立っています。 

しかし水道も下水道も河川も、永遠ではありませ

ん。 

更新し、守り、未来へ引き継ぐ責任があります。 

水が豊富な町であることに安心するのではなく、 

水を安全にし続ける町であることに誇りを持ちた

い。そして、水を守ることは命を守ること。 

そして命を守るとは、未来を守ること、になります。 

3月の水と衛生月間を機に、その責任と誇りを皆様

と共有できれば幸いです。 

本日もありがとうございました。 

これをもちまして、会長の時間とさせていただき

ます。 

 
●幹事報告     幹事 井ノ下 雄志 
◎国際ロータリー第 2630地区 

ガバナー事務所より 

・米山記念奨学生の世話クラ 

ブとカウンセラーについて 

 奨学生 ワヤン・ノヴァ  

アスミタ さん 

（中部学院短期大学）  

女性 インドネシア出身 

2026年 4月から 2027年 3月までの 1年間 

・バギオだより 2026年 3月号 

・財団室ニュース 

 

○平塚湘南ロータリークラブより 

・創立 35周年記念式典および祝賀会出席のお礼状 

 

○高山西ロータリークラブより 

・例会変更のお知らせ 

3月 20日（金）休会 定款により 

3月 27日（金）⇒3月 21日・22日  

補助金事業のため  高山市役所 

 

○鈴鹿西ロータリークラブより 

・例会場変更のお知らせ 

 新例会場：鈴鹿商工会議所 別館 1階会議室 

(4月 7日から) 

 

＜会報＞ 

・下呂ＲＣ  ・高山西ＲＣ 

 

＊益田清風インターアクト部学生 韓国派遣推薦 

について 

（小林駿之介君 2年生） 

 

●３分間スピーチ       内田 茂 

高山市という山に囲まれた町か

ら、都会に出て（神戸）、学生時代

リュックサックを担いで山や海

に出かけていました。海では、時

に、魚のごちそうに夕陽を見なが

ら、なんてこともありました。 

幸い４年間でライセンスが取れ、

まだ就職するほどのことはないと認識し、少し勉

強することにしました。今度はいよいよ本格的に

山登りを再開しました。民間の社会人のロックク

ライミングの団体に入り、剣岳、穂高岳、とか日本

各地を回りました。 

剣岳では「三ノ窓」の垂直な壁の手掛かりなしとい

う岩場も登りました。穂高岳では、浮石に乗り、そ

のまま滑って 5ｍｍの岩の突起に手を掛けて助か

りました。また北穂高岳では、軽いノリで残雪に滑

って、そのまま 10分かけて唐沢まで滑り落ちまし

た。初めは真っすぐに滑っていましたが、そのうち

岩に当たって回転しながら滑りました。立ち上が

る時、人はいないかな、と見渡しましたが誰もいま

せんでした。 

また、インドでは、野牛の群れが町中を徘徊してい

て、少し怖い気持ちがしました。 

雪と氷の世界では、生きて帰るのはなかなか大変

なことでありました。 

ヒマラヤの話では、野口健さんもおっしゃってい

ましたが、登頂の後シェルパと抱き合って首根っ
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こを温め合いながら寝ると、お互いに耳をかじっ

て生還したしたそうですが、生きて帰るのは、本当

に大抵なことではありません。 

新穂高では一夜にして 15,000トンの土砂に辺り一

面変わってしまったり、驚くほどのことがおきて

います。 

また秋には、ブナの木が一斉に葉を落として、雪景

色のようになり、驚いたこともあります。 

またある日、３０００ｍ上がった後、２時頃でした

が、雷雲が来るのが見えましたが、気にせず下り始

めるや、すごい雷鳴の連続で 15分ほど走り続けま

した。 

 

●友好クラブ交流委員会 
委員長 岩本 正樹 

 先週の 21,22日（土、日）と

友好クラブであります平塚湘

南ロータリークラブの創立 35

周年記念式典に出席して参り

ました。式典には 26名という

沢山の方に同行して頂きまし

た。参加して頂きました皆様

には友好クラブ委員長として

深く感謝を申し上げます。本当にありがとうござ

いました。平塚湘南クラブ側の受け入れ態勢も凄

く丁寧に万全に受け入れて頂き、式典も大変素晴

らしい式典でございました。今日は同行して頂き

ました会員の中から、3名の方に 2日間の報告をし

て頂きたいと思います。最初に周さん、2人目は杉

本さん、3人目が下田さんからお願い致します。そ

れではお三方よろしくお願いいたします。 

 

●平塚湘南ロータリークラブ創立３５周年
式典に参加して 

周 信夫 
私がクラブに在籍している理

由として沢山の人達と知り合

う事が人生の財産になると思

っているからです。入会間も

ない 20 周年記念例会で平塚

の会員と初めてお会いして最

初はとても緊張しましたが時

を重ね皆さんと仲良くなり平

塚に行き、帰りのバスから皆さんに見送られる時、

また高山に来ていただき皆さんを見送る時は友情

を深めた喜びと、お別れする寂しさをいつも感じ

ています。今回も平塚の皆さんには、素晴らしいお

もてなしをいただいております。5月 23日の 35周

年記念例会では平塚の皆さんに高山に来て良かっ

たと思えるよう、益々の友情の輪を広げるため、皆

様方のご協力をお願いいたします。 

 

杉本 哲也 
新人ルーキーの杉本です。先日

の平塚湘南ロータリークラブ

交流会の感想を発表いたしま

す。宜しくお願いします。 

先月の 2 月 21 日・22 日と平塚

湘南ロータリークラブ創立 35

周年式典及び祝賀会に参加し

てまいりました。 

まず 1日目は、創立 35周年ミニコンサート・式典・

祝賀会でありました。  

ミニコンサートでは、生まれつき脳性麻痺のハン

デキャップを持つバイオリニスト式町さんの演奏

会であり、今まで聞いた事のない凄く優しい音色

に心を奪われ涙をポツリポツリと流す私の横には

小出さんが居座っており、私は無意識に一言つぶ

やきました。  

「小出さんよりしっかりしてみえますね！」と・・・ 

生まれつきハンデキャップを持った式町さんが、

逆に普通に産まれた方のほうが、苦労も多いし尊

敬しかない！と言うのです。  

私はその言葉を聞き、今は亡き両親に、改めて、頭

も見た目も悪い私ですが、健康に産んでくれた母、

そして種を飛ばしてくれた父には感謝しかないと

改めて痛感した時間でありました。 

その後、式典・祝賀会を終えて、準備して頂いた二

次会へ行き、楽しくお酒を頂き 1 日目を終えまし

た。 

そして 2 日目はゴルフを堪能しました。私の組は

高山中央私一人であり、とても緊張だらけでした

が、ハンデキャップの多い私なんかに最後まで優

しく介護して頂き、楽しく 18ホールを回らせて頂

きました。スコアに関しましては、言いません！ 

最後になりますが、今回友好関係である平塚湘南

ロータリークラブ様の創立 35周年イベントに参加

した意義がありましたし、とても 盛大で圧倒さ

れましたし、そして何よりとても人柄の良い方々

ばかりで、感謝して・感謝して・感謝して・感謝し

てもしきれない程の交流会でありました。 

今年の 5 月には、逆に平塚湘南様をお迎えする立

場となりますが、今回を超えるおもてなしができ

るよう、私も影ながら尽力してまいりますので、ど

うか宜しくお願いいたしまして、私の感想スピー

チとさせていただきます。ありがとうございまし

た。 
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下田 徳彦 
先のお二人が話されなかった

部分を中心に報告いたしま

す。 

6 組の夫婦と新会員杉本君を

含め 23 人が大型バス、3 人が

現地集合、合せて 26名で記念

式典に参加してきました。大

磯プリンスホテルの入口では

女性会員が全員着物姿となって、大勢の会員でお

出迎えいただきました。記念式典前のミニコンサ

ートでは、エレキギターのようなエレキバイオリ

ンを使って、オリジナル曲を含む数曲を披露して

いただきました。 

式典が始まったのが 18時過ぎでしたが、河野太郎

代議士をはじめ平塚市長、地元県会議員の方々と

大変多くの来賓が参列されており、とても盛大に

開催されました。引き続き祝賀会に入り、多くの

方々が挨拶をされた後の祝辞を都竹会長がされま

した。あの空気感の中で立派に話をされて、とても

感心いたしました。 

食事の乾杯は 20 時近くになり、1 時間弱でのフル

コースということで、その中での交流は大変慌た

だしく、食事もままならぬという感じで閉会とな

り、2 次会に流れました。3～4 グループに分かれ

ての 2 次会になりましたが、平塚湘南ＲＣ佐藤会

長は、全ての会場に顔を出され、その日は最後まで

手厚いおもてなしをしていただきました。 

2日目は早く目が覚めましたので、ホテルから近く

の浜辺まで散歩して、江の島越しから昇る朝日を

浴び、背中には朝焼けの富士山に挟まれ、自然のエ

ネルギーを体全体で感じながら一日が始まりまし

た。 

私は観光組みでしたので、マーリンルージュでの

ランチクルーズということで、ホテルから平塚湘

南 RC メンバー15～6 名が合流し一緒にバスに乗り

横浜赤レンガ倉庫まで移動しました。出航までに 1

時間半ほど時間があったので、それぞれ自由行動

をしましたが、後で岩本さんから、近くにあった施

設に、以前銃撃事件としてニュースにもなった北

朝鮮の沈没した工作船が展示してあった話を聞き、

そんなニッチな観光も面白いと感じました。 

ランチクルーズでは 1 時間半ほどかけて東京湾を

回りました。波も穏やかで、天気も良かったのでデ

ッキの上で記念撮影をしたり、交流をしながら楽

しいひと時を過ごすことが出来ました。 

2日間を通して、全工程のスケージュールがほぼ予

定通り進み、充実した内容でとても良い交流がで

きたと感じています。今年 5月には平塚湘南 RCの

方々が高山にみえ、来年度は我々がまた平塚を訪

れ、今後も交流事業が続きますが、今回の経験を今

後の活動に活かしていきたいと思います。 

＜3月のお祝い＞ 
 

 

＜会員誕生日＞ 

堀口 裕之    Ｓ４１年 ３月 ９日 

渡辺 修治    Ｓ２６年 ３月１２日 

長瀬 栄二郎   Ｓ４９年 ３月１３日 

久々野 国良   Ｓ２３年 ３月１９日 

岩本 正樹    Ｓ３５年 ３月２１日 

 

＜夫人誕生日＞ 

中田 学    康予    ３月 ３日 

大原 誠    朋子    ３月 ６日 

剱田 廣喜   恵子    ３月１３日 

久々野 国良  光枝    ３月１４日 

高原 清人   美奈子   ３月１５日 

小出 貴博   幸子    ３月２０日 

三枝 祥一   敏江    ３月２８日 

 

＜結婚記念日＞ 

今井 哲也    Ｈ１４年 ３月 １日 

住  裕治    Ｈ２６年 ３月 ７日 

井ノ下 雄志   Ｈ１８年 ３月 ９日 

小出 貴博    Ｈ１３年 ３月１０日 

大保木 正博   Ｓ５８年 ３月１３日 

三枝 祥一    Ｓ５４年 ３月２６日 
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何かと慌しかった 2 月も無事に過ごせましたので

感謝して。            都竹 太志 

 

この度当施設（豊楽園）が天皇陛下御誕生に際し御

下賜金を賜るという大変光栄な栄誉に浴しました。

日頃支えて下さる職員・地域の皆様のお陰であり

感謝の気持ちを込めてニコニコ箱に納めさせて頂

きご報告申し上げます。【御下賜金（ごしかきん）

とは、天皇陛下より社会福祉事業等に尽力してい

る優良な民間施設・団体に対して労いと励ましの

御心として賜る金銭の事です】   剱田 廣喜 

 

我が家は愛する妻と誕生月が同じ 3 月です。お祝

いありがとうございます。皆様も我が家同様に愛

ある家庭を作る努力をして下さい。久々野 国良 

 

この度、4月 1日付けにて異動となりました。2年

間という短い間でしたが皆様には大変！大変！良

くして頂き本当に！本当に！ありがとうございま

した。厚く御礼申し上げます。名古屋にお寄りの際

は良いお店を見つけておきますので‥（今池勤務

地です）是非是非お寄り下さいませ。 西田 智 

 

本日、所用により早退します。よろしくお願いしま

す。               鶯塚 英雄 

 

 

 

 

 

平塚湘南ロータリークラブ創立３５

周年記念式典＆祝賀会＆交流会 

 
2026年 2月 21日（土）～22日（日） 

参加者 26名（夫人 7名） 

 

式典会場：大磯プリンスホテル 

ゴルフ組：レイクウッドゴルフクラブ 

観光組：横浜みなとみらい 

（マーリンルージュランチクルーズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


